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研究成果の概要（和文）： 
 

FD(Faculty Development)活動への利用を想定し，Web 上で配信される授業映像を相互に評

価することが可能なシステムを構築する．ビデオ配信される授業映像に対して相互評価を行っ

たアノテーション情報を集約・蓄積する機能を学習管理システムに組み込んだ．また，これま

では参観者の知識と経験に基づいた授業観察が中心であったが，装着型の視線計測カメラを用

いて FD 熟練者の視線情報を取得し，客観的な情報に基づく授業観察の実施分析を行った． 
 
研究成果の概要（英文）： 
 

This study aims to contribute to Faculty Development activities in universities. A peer 

reviewing system is developed. The primary feature is adding handwritten annotations to 

streaming lecture video.  Annotated video files can be stored in Learning Management 

Systems.  On the other hand, previous peer reviewing of lectures depends on the skills 

and knowledge of expert reviewers. We applied a head-mounted eye-tracker in order to 

analyze their gaze and viewpoints during the peer reviewing. 
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１．研究開始当初の背景 

ICT(Information & Communication 
Technology)を活用した教育システムは情報
技術の発展に伴い高度化を続けており，学習
基盤として日常的に用いられている．一方で，

2007 年度以降の大学院・学部における FD 活
動の義務化を受けて，組織的な教育の点検・
改善に繋げる活動が実施されている．具体的
には，授業の公開と検討会の開催といった活
動により，教員の相互研修の場が設けられて
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いる(図 1)． 
このような教員の相互研修を情報技術を

用いて支援するものとして，公開授業と検討
会を Web 上で実施するシステムなどが開発
されている．教育改善の取り組みにおける
ICT 活用の役割は重要であり，地理的に分散
した複数機関における定常的な活動におい
ては不可欠である．その一方，情報工学分野
での先進的なシステムと FD 活動との隔たり
は大きく，個々の要素技術や機能設計が相互
研修の形態に最適な形であるか吟味されて
開発されたシステムはない． 

そこで，既存のソフトウェアを組み合わせ
て利用するのではなく，FD 活動への利用を
前提とした相互研修ツールの機能設計と開
発を行うこととした．Web 上で配信される授
業映像を，相互に評価できる環境の構築を目
指した． 

 
２．研究の目的 

FD(Faculty Development)活動への利用
を想定し，Web 上で配信される授業映像を相
互に評価することが可能なシステムを構築
する．教員のスキル向上のために相互研修を
行っているが，時間的・空間的な制約が大き
い上，一過性のイベントとなり日常的な講義
との関連性が低いという課題がある． 

これまでに，教員がタブレット PC を用い
て相互の講義映像上に手書きでアノテーシ
ョンを加えるシステムの開発を行った(図 2)．

本研究では，ビデオ配信される授業映像に対
して相互評価を行ったアノテーション情報
を集約・蓄積する機能を学習管理システムに
組み込む．また，これまでは参観者の知識と
経験に基づいた授業観察が中心であった．装
着型の視線計測カメラを用いて FD 熟練者の
視線情報を取得し，どのような情報をもとに
授業観察を実施しているかを分析する． 
 
３．研究の方法 

本研究は，以下の手順で進めた．まず，授
業コンテンツの配信サーバシステムの構築
を行った．これまでは既存のシステムを用い
ていたが，手書きアノテーションによる授業
観察を実施するためには，ユーザのインタラ
クティブな作業を可能とする環境を用意す
る必要がある．Adobe Flash をベースとした
システムを用意するために，FMS(Flash Media 
Server)を利用することとした．  
次に，当該サーバ上に授業コンテンツを配

信するシステム(Wow4moodle)の実装を行っ
た．既存の eラーニングシステムを用いた授
業コンテンツは，レイアウトが固定されてい
ることが多く，受講者が自由に配置を変更し
たり，ノートやメモといった新たな素材を追
加することが困難であった．このため，授業
観察による手書きアノテーションの追加や，
既に実施された授業観察のデータを同期し
て再生することを可能とする必要がある．開 
発した Wow4moodle は授業ビデオとスライド
等の資料，ならびにアノテーションの領域を
自由に複数配置することが可能である．これ
により，ビデオコンテンツの配信に必要な環
境を整えた(図 3)． 
また，授業観察者の視点を調査するととも

に，システム評価に用いるためのアイトラッ
カー(DITECT社製 View Tracker)を導入した．
授業観察者との視点の差異を明らかにする
ために，一般の学習者の視点計測を行うとと
もに，ビデオ配信システムの利用時における
視線の測定を行った． 
 

図 3.ビデオ配信用システムの画面 

図 1.相互研修による FD 活動の流れ 

図 2.手書きアノテーション 

プログラムの実行画面 



 

 

４．研究成果 
(1)講義ビデオ配信システムの開発 
多様な形態の授業に適用し，教授法と学習

の改善に用いるために授業収録・配信を行う
システムを開発した．実際の教室や撮影用の
スタジオでの講義をビデオカメラで撮影し，
講義を行う教師や黒板への板書，コンピュー
タ上で再生されるスライドなどを eラーニン
グコンテンツの素材として組み合わせ，作成
したビデオ教材を用いた授業観察を可能と
した．また，以下の点に特長がある． 

第一に，教材の構成や受講学生の反応も授
業改善のための検討材料となる．このため，
書画カメラや学生を撮影したカメラ群など
の映像も保存し，多数のメディアの中から選
択したものを同期して再生できる．また，そ
の際のレイアウトに自由度を持たせた． 

第二に， FD の活動デザインに基づいて，
これまでに開発してきた授業観察システム
や，学生や教員による講義ノート，字幕，目
的に応じた目次などを自由に追加し，講義と
連携した動作が可能である． 

第三に，細かい行動イベントの収集を行え
る点である．学習者の細かい挙動を分析して
FD に資するためには，LMS の利用記録や配信
サーバのログなどでは不十分である．授業を
受講したかという状況だけでなく，学習者が
どこでつまずいたり，学習継続の意欲が低下
したりしたか，あるいはどのような素材が学
習に役立ったかを定量的に計測する必要が
ある．ユーザの巻き戻しや一時停止，ジャン
プ，レイアウトの選択，ウィンドウの切り替
えや，ノートやテキストなどの外部ツールの
利用などを対象としている． 

配信コンテンツのレイアウトと構成は XML
で記述し，任意の素材を組み合わせた形でビ
デオと連動して再生される．また，これらに
インデックスや様々なツールを組み合わせ
て表示している． 
 (2)視線計測に基づく観察者の行動分析 

授業観察のための映像選択と収録に関す
る検討として，実際に 2011 年 9 月に開講さ
れた集中講義において，担当教員の協力を受 

図 4.授業観察における 
視線計測の実験構成 

け複数の被験者による授業観察の実践を行
った．授業観察に関する経験・知見のある被
験者と，未経験者がそれぞれ教室内で実施す
るとともに，複数カメラ映像を用いて当該授
業を収録した(図 4, 図 5)．これらの映像の
提示とインタビューを実施し，授業観察にお
ける観点と気づきに関する差異について整
理した． 
 

図 5.授業観察における観察者の視線 
 
また，視線情報に基づくインタフェースの

分析について，上記実践において視線計測装
置を用いて視点の収集を行った．これらの結
果から，授業観察における視野と視点を定量
的に分析し，授業配信システムの機器構成や
レイアウトに反映させるための方針を見い
だした．その他にも，学習者の視線や座学・ 

図 6.ビデオ配信における計測(上)と 
視野映像(下) 



 

 

実験などの異なる条件における視線などの
計測を通じて，授業観察に特有の視点がある
か比較を行った．具体的には，ビデオ配信シ
ステムを用いた際に，学習者がどのような視
点で提示された情報に対して学習を進めて
いるかを計測した(図 6)． 
 

(3)研究成果の報告と組織的展開 
 これまでに得られた結果を報告するため
に国内外における研究発表や研究紹介・デモ
を進めた．査読付き研究集会での採択と幅広
い参加者との議論などを通じて，本研究の意
義や有用性について確認することができた． 
 ただし，学内における組織的な実運用につ
いては，ビデオ講義と授業観察の展開に関す
る方針の転換があり，大学教育を担当するセ
ンターの協力が得られなかったため，一部実
施に困難な点があった．このため，研究期間
終了後も継続した取り組みを検討する． 
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